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According to the “Public Opinion Survey on People’s Lives” conducted by the Cabinet Office in 2017, about two-
thirds of the participants (63.1%) experienced troubles and uneasiness. The proportion of individuals who experience 
anxiety has been increasing at an alarming rate in recent years, indicating that Japan has made a major shift from a 
safe society to an anxious one. Additionally, in the free description section of the “Survey on Women and Career” 
(the Riwac survey) conducted by the Japan Women’s University Research Institute for Women and Careers in 2011, 
more than 80% of highly educated women reported experiencing anxiety. In the present study, we analyzed the 
details of the anxiety reported by 5155 highly educated women in the free description section of the Riwac survey, 
using the content analysis method suggested by KH Coder. In order to understand why the incidence of anxiety is 
rising, this paper clarifies the contents of anxiety; explores whether demographic and psychological characteristics 
(anxiety), social factors, and personal factors are related to each other; and whether these variables cause anxiety. 
問題
　かつて日本は安心社会を形成することで経済発展を遂げた。しかし，今不安社会に転落してい






た。この割合は前年の 65.7% よりは低下したものの，1992 年以降は「悩みや不安を感じている」
が「悩みや不安を感じていない」を上回り，年々増加している。悩みや不安が最も高かった年は
2007 年の 69.5%，2008 年の 70.8%，2012 年の 69.1% である。日本女子大学現代女性キャリア研
究所の「女性とキャリアに関する調査」（以下，Riwac 調査とする）の実施は，2011 年 11 月で，
対象者は首都圏在住の女性であった。この調査の前後にあたる 2011 年 6 月および 2012 年 6 月に
実施された『国民生活に関する世論調査』を見ると，不安を持つ女性の割合はそれぞれ 69.0% と
































　大槻（2016）は，就職氷河期を 1976~82 年生まれ（2011 年調査時，29~34 歳）とした。この
就職氷河期世代は①小学生の時，バブル経済（1987~1990）を，②中学生の時，バブル崩壊（1991）
を，③超氷河期に就活，高校や大学を卒業し，④社会に出てから失われた 10 年，20 年を，⑤
2000 年代半ば，リーマンショック（2008 年リーマン・ブラザーズ破綻）を経験した。また，仲
田（2012，2013）5 は，Riwac 調査から大学卒業者のみを抽出し，大卒女性の就業率が 80%を割っ
た 1993 年に大学を卒業した 41 歳を基準に，30~41 歳までのグループと 42~49 歳のグループに分
けた。小学校時代にバブル景気を過ごし，不況のなかで就職活動を行なって（1977 年から 1981
年に出生），短大卒であれば 1998 年から 2002 年，大卒であれば 2000 年から 2004 年に卒業した
と推測される人びとを氷河期世代とした。また，バブル景気の頃に就職活動を行なった人びとや，
男女雇用機会均等法施行直後に社会に出た人びとが含まれる（1962 年から 1966 年に出生），







5155 人中 981 人であり，そのうち 50.1% が現在（2011 年当時）も非正規のままであった。
　2017 年の労働力調査の結果からみると，非正規雇用労働者は平成 6年から現在まで増加し続
けている（2017 年，役員を除く雇用者全体の 37.2%）。女性の場合非正規雇用労働者の割合は


















































今回は 7人を除いた 5148 人を分析対象者として分析した。
分析方法
　自由記述の分析にはテキスト型データを統計的に分析するためのフリー・ソフトウェアである
























素とする）は 4195 人（81.5%），その他（特になし（615 人），わからない（36 人），希望と考え
られる（302 人））は 953 人と 18.5% であった。
　この結果は，『国民生活に関する世論調査』（内閣府，2011，2012）9 の悩みや不安を聞く問い
での「悩みや不安を感じている」と答えた 69.0%（女性のみ，2011 年 6 月実施）と 70.5%（女性
のみ，2012 年 6 月実施）より高い。しかし，これまでに不安の内容を詳細に分析した調査は少






Riwac 調査（2011）では，5155 人中 4195 人の 81.5% が不安を感じていた。
　まず，キャリアパターン別 10，世代区分別 11 に不安の割合を見た。
　Ⅴ就業経験なし（70.5%）以外のⅠ初職継続型，Ⅱ転職型，Ⅲ再就職型，Ⅳ離職型すべてにお
いて 8割を上回る結果であった。また，氷河期世代と氷河期前世代でみると，全体的に氷河期世





























Ⅳ離職型(n=1603) 1328(82.9) 347(83.6) 241(81.7)
Ⅴ就業経験なし(n=61) 43(70.5) 15(75.0) 4(66.7)
全体(N=5148) 4195(81.5) 1068(83.3) 830(80.7)













　Table3 は生活の経済的ゆとりについて 12 の未既婚別，不安の割合である。既婚者全体におけ
る「ゆとりがある」と答えた人は 210 人（6.3%）で，「ゆとりはあるが将来的に不安はある」と
答えた人は 975 人（29.4%），「ゆとりはないが，今すぐ生活に困るようなことはない」と答えた
人は 1665 人（50.2%），「家計が厳しい状態である」と答えた人は 438 人（13.2%）であった。また，
未婚者全体における「ゆとりがある」と答えた人は 122 人（6.6%）で，「ゆとりはあるが将来的
に不安はある」と答えた人は 465 人（25.3%），「ゆとりはないが，今すぐ生活に困るようなこと








































　「家計が厳しい状態である」グループの年収のピークは 400 〜 500 万円であり，「ゆとりがある」
































既婚 441(77.2) 1081(77.3) 817(87.2) 348(88.3)
未婚 259(73.4) 488(77.3) 371(89.6) 370(86.7)
氷河期世代 223(76.9) 433(81.1) 244(89.7) 164(90.1)
氷河期前世代 110(74.8) 248(72.3) 297(87.1) 168(88.9)
自営業・内職者・家族従業者・役員 29(59.2) 59(68.6) 56(90.3) 41(83.7)
正規の職員・従業員 230(75.4) 516(77.6) 347(90.1) 225(86.2)
非正規の職員・従業員 228(78.1) 448(76.3) 366(84.9) 266(88.7)
無業 213(76.6) 546(79.0) 419(88.6) 186(88.2)

























現職への満足度(雇用の安定性) .06 ** .01
現職への満足度(仕事と家庭の両立のための支援制度) .02 .03
現職への満足度(自宅と職場の距離) -.03 -.03
現職への満足度(仕事の内容・やりがい) .04 .06 *
現職への満足度(職場の人間関係・コミュニケーション) .06 ** .05 *
子どもの有無 -.14 **** -.13 ****
雇用形態 .01 .01
資格の有無 -.02 .00
家計の主たる担い手の年収 -.02 -.05 *
調整済みR² .09 .08
**** p<.001, *** p<.01, ** p<.05，*p<.10
全体 既婚
β β
Table5　将来展望に影響を与える要因 ( 重回帰分析 )
1人 2人 3人 いない
不安 873(83.1) 832(80.7) 164(81.6) 2326(81.2)
その他 178(16.9) 199(19.3) 37(18.4) 539(18.8)
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7 　調査対象者の就業形態の偏りを避けるために『労働力調査（平成 22 年）』に基づいた就業形態の割
り付けを行なった。
8 　分析方法は様々なソフトウェアが開発され，その手方も値段も様々である（KH Coder，MLTP，
TinyMiner，IBM SPSS Text Analytics for Surveys)。今回はフリー・ソフトウェア KH Coder（樋口，
2001 公開）を用いる。
9 　「悩みや不安を感じている」の全体の割合は 67.1%（2011 年 6 月実施），69.1%（2012 年 6 月実施）








11　本稿では，Riwac 調査（2011）の結果をもとに，調査対象者の中 29~34 歳（1282 人）を氷河期世代
とした。これは，大槻（2016）の氷河期世代特徴を参考にしたものである。この 29 〜 34 歳の調査
対象者が大学を卒業したと推定される2000年度から2005年度の大卒女性の就職率は60％前後であっ
た（仲田，2012）。また，バブル経済最中から就職氷河期に入る前の 1988 年度から 1992 年度に就職





























































































































































































































All(n=1068) 正規(n=381) 非正規(n=289) 無業(n=362) All(n=830) 正規(n=216） 非正規(n=312) 無業(n=245)
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71 仕事
93 子ども 112子ども将来 59252
62 自分自身 71正規54現在191将来113働く69将来86将来223
58将来60将来51職場164自分自身93自分自身68現在83職場223
48生活58現在50生活159現在86子育て65正規78現在209
47働く52収入44年金148生活84預け先62自分自身66出産205
40年齢51自分自身36収入121年金65パートナー54出産65子育て183
38現在41教育34年齢120収入63就職50生活63収入171
38就職40生活32自分自身116年齢61正規47収入61自分自身168
37パートナー38年齢32働く113働く56将来46働く54生活160
37年金37老後32老後107正規52生活39結婚48バランス157
33心配34年金29子ども100職場51現在34社員48女性153
25教育32パートナー26心配95老後49職場34職場44働く142
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19正規17転職12結婚49介護26年齢20貯金26時間80
18お金17難しい12病気47家庭25教育26 18お金老後79
14バランス16安定11就職45子育て25経済18パートナー25社会79
14親15時間11人間44時間24家事18老後24転職73
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